
［成果情報名］「シャインマスカット」短梢栽培における果房重 600～800g を目標とした花穂整形法 

［要約］ブドウ「シャインマスカット」の短梢栽培では、開花始期に花穂を３cm 程度に整形することに

よって収穫時 600～800g 前後の果房生産が可能である。花穂を４cm 程度に整形すると着粒数が多くな

り、収穫時 900g 以上の果房が多くなる。 
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［背景・ねらい］ 

ブドウ「シャインマスカット」は萌芽特性が優れることから短梢栽培の導入が進んでいるが、樹齢の経過に伴

う果粒重の増加や支梗の伸長といった短梢栽培の特徴に加え、新梢管理や植物成長調整剤の利用技術の

改善により、目標房重（600～800g）より大房になる場合が多くなっている。成木期の短梢栽培に対応した、目

標とする果房品質を安定的に生産できる花穂整形法を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．成木期の「シャインマスカット」短梢栽培では、開花始期に花穂先端を３cm に整形すると房作り

に十分な着粒が確保され、収穫時 600～800g 前後の果房が生産できる（表１、２、図１、２）。 

 

２．花穂長３cm に整形することで、４cm 整形に比べて摘粒数が少なく、収穫時の果房のしまりが向上

する（表１、図３）。 

 

３．開花始期の花穂長を４cm 程度にすると穂軸長が長いため着粒数が多く、収穫時 900g 以上の果房

が多くなる（表１、図１、２）。また、２cm 程度にすると着粒数が少なく、収穫時 600g 以下の果房

が多くなる。 

 

４．１回目のジベレリン処理後の穂軸伸長は年次変動が大きいため、果房間の生育のばらつきが大き

い場合は、摘粒時までに穂軸長を 10cm 以下、支梗数を 15 段以下に制限した後、着粒を 40～50 粒程

度に修正する。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．樹勢が強く、花振いが懸念される場合には、開花前の摘心処理と、メピコートクロリド液剤の散

布、CPPU 処理等を組み合わせるなどして着粒確保に努める。 

２．花穂の整形は、その後の穂軸伸長を考慮して、生育が早く開花が進んでいる花穂はやや長めに、

遅れている花穂はやや短めに整形する。 

 



果房重 果粒重 果房長 果房幅 果皮色z 着粒数 穂軸長 支梗数 糖度 酸度

(指数) (個) (cm) (段) (Brix) (g/100ml)

2.0cm区 572.3 17.6 16.1 12.0 1.5 32.7 6.9 8.4 18.0 0.26

3.0cm区 718.0 17.2 17.9 12.6 1.5 40.6 9.2 11.3 18.4 0.25

4.0cm区 907.0 16.5 20.3 12.5 1.6 56.2 11.0 15.7 18.1 0.26

3.0cm区 893.7 16.4 18.4 12.7 2.0 53.5 10.4 16.0 17.4 0.26

3.5cm区 953.1 16.4 19.5 12.6 2.0 57.0 11.6 17.4 18.0 0.22

4.0cm区 1116.0 15.8 21.5 13.5 2.0 69.7 13.9 20.4 17.7 0.22
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2.0cm区 6.9 36.5 5.3 3.8 3.0cm区 10.7 74.3 6.9 20.8

3.0cm区 8.3 46.8 5.7 6.3 3.5cm区 12.3 83.5 6.8 26.5

4.0cm区 8.9 68.2 7.6 12.0 4.0cm区 14.2 106.3 7.5 36.6
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［具体的データ］ 

表１ 花穂整形長別着粒状況（満開２週間後）       （平成 25・26 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 花穂整形長別果房分布（平成 25 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【3.0cm 区】  【3.5cm 区】  【4.0cm 区】 

                                             短梢仕立て 収穫（10/8） 

図２ 花穂整形長別果房分布（平成 26 年）         図３ 各区の果房外観（平成 26 年） 

 

表２ 花穂整形長別収穫時果房品質（平成 25・26 年） 

 

 

 

 

 

 

 
z果皮色指数:日本園芸植物標準色票  １:No.3310(浅黄緑) ２:No.3109(浅黄緑) ３:No.2910(穏黄色) ４:No.2505(穏黄色) 

（明石秀也、米野智弥、佐藤光明、仲條誉志幸） 
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